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大
日
本
朝
野
官
民
英
名
競
（
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
刊
）　
当
館
蔵

番
付
風
に
、
右
側
に
は
「
在
野
民
権
党
」、
左
側
に
は
「
在
朝
官
権
党
」
の
人
名
が
対
比
さ
れ
る
。
沼
津
兵
学
校
関

係
人
物
で
は
、
前
者
に
島
田
三
郎
、
後
者
に
西
周
・
赤
松
則
良
・
大
築
尚
志
・
浅
井
道
博
、
中
央
の
「
朝
野
中
立
党
」

に
田
口
卯
吉
の
名
が
あ
る
。
た
だ
し
編
者
も
記
す
よ
う
に
、
官
権
党
の
多
く
は
単
に
官
職
に
あ
っ
た
者
で
あ
り
、
必

ず
し
も
政
治
的
主
張
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
田
口
卯
吉
は
中
立
党
と
い
う
よ
り
も
、
民
権
党
に
入

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
沼
間
守
一
・
成
島
柳
北
・
前
島
密
・
加
藤
弘
之
・
中
村
正
直
・
福
地
源
一
郎
・
山
岡

鉄
太
郎
・
福
沢
諭
吉
・
津
田
真
道
・
神
田
孝
平
・
関
口
隆
吉
・
榎
本
武
揚
・
塩
田
三
郎
・
郷
純
造
・
松
本
順
・
大
鳥

圭
介
・
宮
本
小
一
・
人
見
寧
ら
の
名
前
が
見
ら
れ
、
朝
野
に
占
め
る
旧
幕
臣
名
士
の
存
在
感
が
う
か
が
え
る
。
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箱
館
戦
争
に
参
戦
し
た
少
年
兵

榎
本
武
揚
率
い
る
旧
幕
府
軍
の
一
員
と
し
て
箱
館
戦

争
を
戦
っ
た
中
に
加
藤
國
蔵
（「
国
造
」「
國
三
」
と
記

載
す
る
例
も
あ
り
）
と
い
う
人
物
が
い
た
。
肩
書
は
総

裁
付
少
年
も
し
く
は
召
使
と
さ
れ
て
お
り
、
年
齢
は
一

六
歳
だ
っ
た
。
年
少
と
い
う
こ
と
で
、
総
裁
榎
本
に
近

侍
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
年
齢
の
同
僚
に
は
、
坂
本
龍

馬
を
暗
殺
し
た
京
都
見
廻
組
隊
士
今
井
信
郎
の
弟
今
井

省
三
が
い
た
。
脱
走
前
は
、
海
軍
所
の
湯
吞
所
出
役
だ
っ

た
ら
し
い
。
敗
戦
・
降
伏
後
は
謹
慎
生
活
を
送
っ
た
後
、

赦
免
さ
れ
静
岡
藩
に
帰
参
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
箱

館
戦
争
降
伏
人
の
多
く
は
、
藩
庁
所
在
地
で
あ
る
静
岡
、

東
京
に
近
い
沼
津
で
は
な
く
、
徳
川
家
へ
の
引
き
渡
し

が
遅
か
っ
た
た
め
居
住
藩
士
が
少
な
か
っ
た
遠
州
を
移

住
地
に
指
定
さ
れ
た
者
が
多
か
っ
た
よ
う
な
の
で
、
加

藤
も
浜
松
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

浜
松
か
ら
沼
津
兵
学
校
へ

た
だ
し
、
加
藤
が
浜
松
に
住
ん
だ
理
由
に
は
、
親
族

が
先
に
浜
松
に
移
住
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

加
藤
の
実
父
は
荒
畑
政
太
郎
と
い
い
、
旧
幕
臣
・
静
岡

藩
士
と
し
て
浜
松
に
割
付
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
歳
ほ
ど
年
少
の
、加
藤
の
実
弟
は
荒
畑
岩
次
郎
と
い
っ

た
が
、
廃
藩
直
後
の
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
頃
に
は

浜
松
の
父
の
も
と
を
離
れ
、沼
津
兵
学
校
の
生
徒
と
な
っ

て
い
た
。
他
に
浜
松
勤
番
組
か
ら
選
抜
さ
れ
、
沼
津
兵

学
校
で
修
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
若
者
に
は
、
資
業
生

に
及
第
し
た
川
住
義
謙
（
録
郎
）・
小
田
新
太
郎
・
木
村

才
蔵
ら
が
い
た
。

な
お
、
幕
臣
と
し
て
の
荒
畑
家
・
加
藤
家
の
由
緒
は

詳
し
く
わ
か
ら
な
い
。
子
孫
の
言
い
伝
え
で
は
、
政
太

郎
が
甲
斐
国
か
ら
江
戸
へ
出
て
、
寺
男
を
つ
と
め
た
後
、

武
士
の
身
分
を
手
に
入
れ
た
と
さ
れ
る
。
次
男
に
荒
畑

家
を
継
が
せ
、
長
男
に
は
御
家
人
株
を
買
っ
て
独
立
さ

せ
、
加
藤
家
を
相
続
さ
せ
た
ら
し
い
。
政
太
郎
の
旧
幕

時
代
の
地
位
や
職
務
も
不
明
で
あ
る
。

海
軍
水
路
部
で
の
活
躍

静
岡
藩
時
代
の
兄
加
藤
國
蔵
の
動
静
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
明
治
五
年
四
月
に
は
、
東
京
で
測
量
術
の
試

験
を
受
け
た
結
果
、
見
込
み
あ
り
と
の
こ
と
で
、
海
軍

省
水
路
局
に
奉
職
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
時
は
「
浜

松
県
士
族
」
と
い
う
族
籍
だ
っ
た
。
五
月
に
は
二
等
測

量
生
か
ら
一
等
測
量
生
へ
の
昇
進
が
申
請
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
名
を
國
蔵
か
ら
重
成
に
改
め
た
よ
う
で
あ
る
。

重
成
が
箱
館
戦
争
に
参
加
し
た
國
造
・
國
三
と
同
一
人

物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
確
か
な
裏
付
け
は
、
現
時
点
で

は
文
書
に
せ
よ
伝
聞
に
せ
よ
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ほ

ぼ
年
齢
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
も
間
違
い
な
い
と
考
え

る
。以

後
、
水
路
寮
十
五
等
出
仕
、
水
路
局
量
地
課
副
長
、

水
路
部
測
量
課
班
長
と
い
っ
た
経
歴
を
た
ど
り
、
一
貫

し
て
海
軍
の
海
図
作
成
部
門
で
仕
事
を
続
け
た
。
柳
楢

悦
・
大
伴
（
肝
付
）
兼
行
・
三
浦
義
深
ら
と
と
も
に
測

量
を
担
当
し
た
海
図
は
、『
武
蔵
国
東
京
海
湾
図
』（
一

八
七
三
年
）、『
琉
球
国
運
天
港
之
図
』（
一
八
七
四
年
）、

『
相
模
国
浦
賀
港
之
図
』（
一
八
七
八
年
）
な
ど
と
し
て

刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、『
水
路
雑
誌
』、『
観
象
雑
誌
』
と

い
っ
た
専
門
雑
誌
に
も
論
考
を
た
び
た
び
投
稿
し
て
い

る
。
六
年
（
一
八
七
三
）
一
一
月
に
は
水
路
寮
十
一
等

出
仕
か
ら
海
軍
少
尉
と
な
り
、
文
官
か
ら
武
官
に
転
じ

た
。
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
に
は
沿
岸
測
量
を
任
務
と

し
た
軍
艦
磐
城
の
艦
長
に
就
任
し
、
階
級
も
最
終
的
に

は
三
一
年
（
一
八
九
八
）
に
海
軍
大
佐
に
昇
っ
た
。
三

四
年
（
一
九
〇
一
）
六
月
五
日
に
は
父
政
太
郎
を
亡
く

し
て
い
る
が
、
新
聞
に
出
し
た
死
亡
広
告
や
会
葬
に
対

す
る
答
礼
広
告
は
兄
弟
連
名
で
の
も
の
だ
っ
た
。
重
成

自
身
が
亡
く
な
っ
た
の
は
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
五
月

二
〇
日
、
五
三
歳
の
時
で
あ
る
。

荒
畑
岩
次
郎
も
兄
と
同
じ
く
海
軍
水
路
寮
（
後
水
路

局
・
水
路
部
）
に
入
り
、
同
様
の
仕
事
に
従
事
し
た
。

台
湾
・
韓
国
な
ど
で
も
水
路
測
量
を
行
い
、
日
露
戦
争

に
も
出
征
し
た
。
海
軍
水
路
大
監
・
大
佐
に
進
み
、
大

正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
一
二
月
一
五
日
に
六
八
歳
で

没
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
　
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材 

102

加
藤
重
成
と
荒
畑
岩
次
郎 

―
あ
る
旧
幕
臣
の
兄
弟
―

加藤重成
宮内庁三の丸尚蔵館所蔵

明治12年（1879）海軍少尉、27歳の時



水
路
寮
（
水
路
部
）
に
は
先
に
名
前
が
登
場
し
た
肝

付
・
青
木
の
よ
う
に
薩
長
出
身
者
も
い
た
が
、
重
成
に

と
っ
て
は
箱
館
戦
争
の
戦
友
五
藤
國
幹
、岩
次
郎
に
と
っ

て
は
沼
津
兵
学
校
で
の
恩
師
伴
鉄
太
郎
ら
、
旧
幕
府
海

軍
以
来
の
人
材
が
先
輩
・
上
司
と
な
っ
て
お
り
、
技
術

系
の
旧
幕
臣
た
ち
が
顔
を
そ
ろ
え
る
職
場
で
も
あ
っ
た
。

渡
瀬
寅
次
郎
と
興
農
学
園

重
成
の
長
男
成
一
（
一
八
七
九
年
生
ま
れ
）
は
江
原

素
六
が
校
長
を
つ
と
め
る
麻
布
中
学
校
に
学
ん
だ
ら
し

い
。
成
一
は
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
造
船
学
科
を
卒

業
、
農
商
務
省
に
奉
職
し
、
水
産
講
習
所
技
師
・
特
許

局
審
査
官
・
逓
信
技
師
な
ど
を
歴
任
し
、
退
官
後
も
帝

国
海
事
協
会
技
師
を
つ
と
め
た
。『
遠
洋
漁
船
』（
一
九

一
四
年
）、『
最
近
の
商
船
』（
一
九
二
〇
年
）
と
い
っ
た

著
作
も
あ
る
。

成
一
の
妻
は
る
ゑ
は
、
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
か

ら
札
幌
農
学
校
に
進
学
し
、
種
苗
販
売
会
社
東
京
興
農

園
を
経
営
す
る
実
業
家
と
し
て
成
功
し
た
渡
瀬
寅
次
郎

の
次
女
だ
っ
た
。
渡
瀬
は
東
洋
英
和
学
校
・
麻
布
中
学

校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
頃
、
生

徒
だ
っ
た
成
一
と
知
り
合
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
と
も
、
す
で
に
明
治
初
年
の
沼
津
兵
学
校
時
代
に
荒

畑
岩
次
郎
を
通
じ
て
、
渡
瀬
・
加
藤
両
家
に
は
何
ら
か

の
つ
な
が
り
が
生
じ
て
い
た
も
の
か
。
渡
瀬
の
遺
言
に

よ
り
静
岡
県
田
方
郡
西
浦
村
久
連
に
デ
ン
マ
ー
ク
式
・

キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
農
学
校
興
農
学
園
が
設
立
さ
れ
た

が
、
成
一
は
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
時
点
で
、
小

坂
順
造
・
植
村
甲
午
郎
・
松
前
重
義
ら
と
と
も
に
財
団

法
人
興
農
学
園
の
理
事
六
名
の
一
人
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
父
祖
の
由
緒
も
意
識
し
て
い
た
よ
う
で
、
大
正

二
年
（
一
九
一
三
）
時
点
で
旧
幕
臣
の
親
睦
団
体
で
あ

る
葵
会
（
明
治
四
四
年
結
成
）
に
入
会
し
て
い
た
。

小
文
の
執
筆
に
は
、
重
成
の
子
孫
に
あ
た
る
加
藤
健
・

土
肥
泰
彦
の
諸
氏
か
ら
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

〔
参
考
文
献
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『武蔵国東京海湾図』
個人蔵

明治６年（1873）刊。右下の枠内には測量従事者として
「海軍大佐柳楢悦」以下、「水路寮拾五等出仕加藤重成」ら
の名前が印刷されている。加藤と並んで名前が記されてい
る同職の三浦義深（旧名義三郎、後に海軍少佐、1927年没・
73歳）は、菊間藩出身の海軍兵学権中属三浦義路（治作）
の息子だった。



　富士・沼津・三島三市博物館連絡協

議会主催の令和２年度企画展「採る捕

る獲る—富士・沼津・三島の狩猟・採集」

が開催されています。

　わたしたちの暮らす富士・沼津・三

島の３市域は、富士山・愛鷹山・箱根山、

富士川・狩野川・黄瀬川、駿河湾といっ

た豊かな自然に恵まれています。そこ

でははるか昔から、人々が食料を獲得

するため、さまざまな狩猟や採集を行っ

てきました。本企画展では「とる」と

いう行為をテーマとし、山・川・海、

それぞれの環境で行われてきた狩猟・

採集について紹介します。

　３つの博物館の収蔵資料を一同に見

ていただけます。今回の沼津会場は、

沼津御用邸記念公園の中にある沼津市

歴史民俗資料館です。入館料は無料で

すが、公園入園料（大人 100 円、小

中学生 50 円）が必要です。ぜひ、ご

観覧ください。

　当館春の恒例行事となっている「そろくまつり」ですが、今年度は新型コロナウイルスの影

響で残念ながら中止となってしまいました。しかしながら昨年度の「江原素六学習」の作品を

お蔵入りにするのはもったいないので、作品展だけは開催します。今年度は金岡小学校・沢田

小学校・門池小学校の３校から出品していただきました。例年よりも開催期間を延長して８月

30 日（日）まで開催しています。ぜひご来館ください。

・夏休み企画「戦時中の暮らしを

　体験しよう」は新型コロナウイ

　ルス感染拡大防止のため延期と

　させていただきます。

・例年 9 月に開催しております「古

　文書解読入門講座」は令和３年

　２月に延期して開催します。

　ご理解の程、よろしく

　お願い申し上げます。

8 月 30 日（日）まで

開催中

子どもたちが描いた肖像画を

ピックアップしてみました！

　小学４年生の総合学習として「地域の偉人」について学ぶ授

業があり、金岡地区周辺の小学校では江原先生について、グルー

プ学習のかたちで取り組んでいるものです。まず江原先生がど

んな方だったのか、当館の展示を見て学習の糸口を探し、テー

マを決めて調べ学習を進めます。また机上の学習だけにとどま

らず、顕彰会の方々とのフィールドワークで、先生の業績に触

れます。時間をかけ、手間をかけ、グループで協力し合って作っ

た作品は、紙芝居・壁新聞・ペープサート（紙人形劇）など工

夫を凝らした力作ぞろいです。

《江原素六学習とは》
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